








特発性高カルシュウム尿症のスクリーニング基準としては正常児、特発性高カルシュウム

尿症児および 24 時間カルシュウム排泄量の検討よサ、起床時尿 7日間平均で 0.21 以上と

するのが適当である。また特発性高カルシュウム尿症での結石形成、血尿出現にはカルシ

ュウム結晶化の阻害、促進物質も関与し、促進物質として尿へのオステオカルシンの排泄

が影響している可能性が示唆された。 


